
2020年度 ウィーン大学（オーストリア）交換留学募集要項 

1.趣旨 １学年間、異なった環境の中で生活しつつ、専門科目の単位取得とともに、豊かな国際感覚

を身につけることを目的とします。 

※新型コロナウイルス感染症の影響により本プログラムが停止になる可能性があります。ご

了承の上、お申し込みください。 

2.派遣先 ウィーン大学（オーストリア）  

                                     

3.プログラム 

       の魅力 

ウィーン大学はオーストリアのウィーンにある公立大学です。650年以上の歴史があるドイ

ツ語圏最古の大学です。キャンパスはウィーン市内に点在しており、60以上の施設があり

ます。本館はウィーンの市の中心部であるリングシュトラーセにあります。学生数は約

94,000人とヨーロッパにおける最大規模の大学の一つです。15学部・研究科の他、付属機

関として 4センターを要し、175の学位プログラムを提供しています。ウィーン大学はノー

ベル賞受賞者を 15 人排出しており、学術的にも重要な拠点とされています。 

また、ERASMUS370校及び、世界に約 70の協定校があり、2,700人以上の交換留学生が学ん

でいます。講師陣も 3分の 1が海外出身であり、国際的な環境で学ぶことができます。 

ウィーン大学で履修できる授業は以下よりご確認ください↓ 

https://ufind.univie.ac.at/de/vvz.html 

4.応募資格 出発時に本学学部２年次以上または大学院に在籍する学生で、交換留学先の大学で教育を 

受けるのに十分な能力と適性のある者。 

5.期間 １年間 

※この間、本学は休学扱いとならず、学則に定める留学の扱いとなります。 

※ウィーン大学の学年歴 （夏学期：3月～6月、冬学期：10月～1月） 

6.派遣学生数 ３名 

7.必要経費 

 【目安】 

・授業料：免除（ただし、横浜市立大学の授業料を支払うことになります） 

・宿舎費(目安)：300～500ユーロ / 月、食費、光熱費は別途 

・食費(目安)：250～300ユーロ／月 

・教材費(目安)：300ユーロ（※教科書等） 

※その他、往復航空券、ビザ取得費用、海外旅行傷害保険加入保険料、交通費などが必要で

す。寮費は寮によって異なり、費用は目安となります。 

8.補助金等 選考により、予算の範囲内で補助金及び助成金が支給される可能性があります。 

（１）横浜市立大学…最大 12万円の補助金の支給 

（２）横浜市立大学後援会…最大 12万円の助成金の支給 

  （但し、保護者が後援会に加入している場合のみ） 

※（１）、（２）とも事前支給となりますが、要件を満たさない場合、返還を求めることがあ
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https://ufind.univie.ac.at/de/vvz.html


ります。 

※【重要】補助金等の支給は、以下要件を満たすことを条件とします。 

①学内オリエンテーションに出席し、出国前、帰国後にそれぞれ指定された提出物を期限

までに提出すること 

②毎年秋ごろに開催される海外研修プログラム体験報告会に出席すること 

9.応募書類 提出書類については、PDF 又は JPG にした上、Forms にてアップロードし、ご提出ください。 

（１）願書（Forms） 

・Formsにアクセスの際、YCU-Mailへのログイン。 

（２）志望理由（自由様式。A4用紙 1枚程度で横書き。日本語で記載すること。） 

・留学の目的、その国・大学を選んだ理由、将来の展望、資金計画を含めて記載。 

（３）学習計画書（自由様式。A4用紙 2枚程度で横書き。日本語で記載すること。） 

・市大で学習していること、留学で学びたいと考えていることを含めて記載。 

（４）有効なドイツ語スコアの写し（ドイツ語検定、またはゲーテインスティテュート検定

試験等）※なければドイツ語学習計画書（A4で 1枚程度） 

（５）有効な英語スコアの写し（PE合格以上のスコア） 

（６）パスポートの写し（カラー、白黒どちらでも可ですが、A4にて印刷すること） 

（７）誓約書 

10.応募締切 2020 年７月 1 日（水）13：00 厳守 

※応募用の Formsは、上記締切に自動的に締め切ります。その際、記入途中の応募が無効と

なります。手続きに十分なお時間を用意し、ご応募ください。 

※なお、新型コロナウイルス感染症の影響により本プログラムが停止になる可能性がありま

す。ご了承の上、お申し込みください。 

11.選考 ドイツ語の筆記試験及び面接試験、提出書類から総合的に判断します。 

各試験の日時・場所については、後日調整します。 

※日程調整後、アルバイトやサークル等、自己都合による不参加は認められません。予め日

程調整をし、必ず参加してください。 

12.選考後 

      の流れ 

（１）選考結果発表  

   個別で応募者に案内します。 

（２）第 1回オリエンテーション （参加必須） 

   学内選考通過者と個別で日程調整します。 

※日程が決まりましたら、アルバイトやサークル等、自己都合による不参加は認められませ

ん。予め日程調整をし、必ず参加してください。 

13．単位認定 ウィーン大学において取得した単位は、取得内容が教育的に有益であると認められた場合

は、本学の開講科目に読み替えて卒業要件を満たす単位として認定される場合があります。

本学の開講科目に読み替えられない場合は、卒業要件に含まれない自由科目扱いとなりま

す。 

14.帰国後 

       の活動 

帰国後は、報告書の提出及び報告会の企画、次期派遣学生向けの説明会、オリエンテーショ

ン等へ参加するとともに大学プログラム経験者として広報活動に協力してください。 

15.問い合わせ グローバル推進室 ウィーン大学担当 

電話：045－787－2198 

メール：outbnd02★yokohama-cu.ac.jp（★をアットマークへ変更してください。） 

 


